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WJらさい第８５り･
･〃

Ｊ

水
訓
練
や
、
分
列
行
進
等
を
行
い
ま

す
。
早
朝
の
訓
練
は
未
だ
薄
暗
い
中
、

甲
高
い
ラ
ッ
パ
の
吹
鳴
に
よ
り
緊
迫

し
た
空
気
が
切
り
裂
か
れ
、
隊
員
の

活
気
あ
る
訓
練
が
始
ま
り
ま
す
。

砂
に
場
で
実
施
し
た
応
用
操
法
の

で
は
、
発
煙
筒
の
煙
が
充
満
す

空
気
呼
吸
器
を
装
着
し
た
隊

想
火
点
の
中
か
ら
要
救
助
者

す
る
訓
練
を
取
り
入
れ
、
救

救
急
搬
送
す
る
と
の
想
定
で

を
体
験
し
ま
し
た
。

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ㎜ ■

■ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ㎜ ･ - ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ･ = ■ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ㎜ ㎜ ■ ■ ■

を員の出

訓後救がる
練は出仮中中高

救助訓練

　
そ
の
後
、
自
動
車
班
に
よ
る
消
火

放
水
を
実
施
、
工
場
建
屋
に
向
け
消

防
胆
４
台
に
よ
る
図
線
一
斉
放
水
で

応
田
燥
法
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

放水訓練

　
５
月
の
演
習
で
は
、
工
場
長
を
始

め
グ
ル
ー
ブ
会
社
代
表
、
工
場
幹
部

の
観
閲
の
下
、
隊
員
が
ご
九
と
な
っ

た
演
習
で
、
日
頃
の
訓
練
成
果
を
ご

覧
頂
い
て
お
り
ま
す
。
演
習
実
施
の

退
勤
後
に
は
、
ま
と
い
会
と
称
し
、

工
場
、
グ
ル
ー
ブ
会
社
幹
部
の
方
々

と
隊
員
が
一
同
に
会
し
、
早
朝
の
演

習
を
肴
に
懇
親
を
図
る
事
で
、
よ
り

親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
、
基
本
操
法
や
ラ
ッ
パ
吹
鳴

な
ど
の
項
目
で
、
技
術
や
節
度
な
ど

を
競
い
合
う
、
消
防
競
技
会
を
年
Ｉ

回
実
施
し
て
、
採
点
の
結
果
は
後
目

全
員
の
前
で
発
表
し
、
優
秀
な
隊
員

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

基本操法訓練

末
か
ら
の
乾
燥
す
る
気
候
の
時
季
に

は
、
火
災
発
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

予
想
し
て
、
隊
員
が
少
数
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
職
場
を
巡
視
し
、
暖
房

用
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
灯
油
置
き
場
な

ど
の
火
災
発
生
の
高
い
施
設
を
重
点

に
、
使
用
状
況
調
査
や
周
囲
の
可
燃

物
の
有
無
な
ど
火
災
予
防
の
た
め
に

防
火
点
検
を
実
施
し
、
従
業
員
の
防

災
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
自
主
防
衛

の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
、
消
防
本
部
殿
の

ご
協
力
に
よ
り
、
日
立
署
及
び
消
防

拠
点
施
設
の
施
設
見
学
や
煙
道
体
験
、

高
圧
放
水
訓
練
な
ど
の
大
変
貴
重
な

体
験
も
さ
せ
て
頂
き
、
今
後
の
防
災

活
動
の
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

更
に
先
日
は
、
北
部
消
防
署
員
ご
指

導
の
ド
、
救
急
救
命
講
習
会
を
開
催

し
て
頂
き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心

肺
蘇
生
法
の
知
識
・
技
術
習
得
に
努
め
、

多
く
の
隊
員
が
「
万
が
ご
の
際
の

対
応
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。
熱
心
に

ご
指
導
頂
き
ま
し
た
署
員
の
皆
様
に

改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
は
、
「
日
立
市
消
防
出

初
式
」
「
日
立
市
林
野
火
災
訓
練
」
「
目

高
学
区
市
民
自
治
会
防
災
の
集
い
」

へ
の
参
加
な
ど
、
地
域
の
防
災
活
動

に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
地
域
と
密

着
し
た
消
防
隊
と
し
て
、
微
力
な
が

ら
防
災
活
動
に
協
力
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　
周
囲
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と

変
化
を
伴
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
日
立
市
防
災
協
会
殿
、
目
代

巾
消
防
本
部
殿
の
ご
指
導
を
頂
き
な

が
ら
、
目
立
電
線
目
高
・
高
砂
・
豊

浦
地
区
自
衛
消
防
隊
も
基
本
技
術
の

伝
承
と
、
新
た
な
防
災
知
識
、
技
術

の
習
得
に
挑
戦
し
、
事
業
所
は
元
よ
り
、

地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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一

日
立
市
・
十
王
地
域

　
　
　
十
王
町
伊
師
地
区
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沼
田
　
明
博

　
十
王
地
区
は
自
然
豊
か
な
地
域
で

す
が
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
や
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
と
言
わ
れ
る
個
所
が
何
箇
所
も

あ
る
事
は
、
意
外
と
知
ら
れ
な
い
の

で
は
な
い
が
と
推
察
し
、
紹
介
し
な

が
ら
地
域
探
訪
と
し
た
い
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
十
王

町
伊
師
地
域
に
あ
る
国
民
宿
舎
［
鵜

の
岬
］
で
、
宿
泊
利
用
率
が
2
1
年
連

続
日
本
；
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昏うざい第85潟　　６

　
お
も
て
な
し
と
新
鮮
な
海
鮮
料

理
・
郷
土
料
理
な
ど
が
好
評
で
、
３

ヶ
月
前
か
ら
の
予
約
申
し
込
み
が
１

日
で
満
室
と
な
り
、
地
元
に
住
ん
で

い
な
が
ら
予
約
を
取
る
の
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
日
本
中
の
宿
泊
施
設

で
も
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
隣
接
す
る
伊
師
浜
地
域
の

海
岸
の
断
崖
絶
壁
に
は
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
ウ
ミ
鵜
の
捕
獲
地
が
あ
り
、
特

に
、
鵜
飼
い
で
有
名
な
長
良
川
を
始

め
全
国
Ｈ
箇
所
の
鵜
飼
地
ヘ
ウ
ミ
鵜

を
供
給
し
て
い
る
。

　
ウ
ミ
鵜
は
産
卵
の
た
め
春
に
は
北

へ
渡
り
、
秋
に
は
南
下
す
る
渡
り
鳥

で
す
が
、
途
中
羽
根
を
休
め
る
た
め

に
安
全
な
断
崖
絶
壁
で
あ
る
伊
師
浜

海
岸
に
立
ち
寄
る
こ
と
か
ら
、
春
と

秋
の
２
回
捕
獲
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
ウ
ミ
鵜
の
捕
獲
期
以
外
の
時
期
に

は
捕
獲
場
所
の
見
学
が
出
来
、
捕
獲

の
状
況
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
国
民
宿
舎
【
鵜
の
岬
】
の
敷

地
内
に
は
、
「
鵜
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
が

あ
り
、
い
つ
で
も
ウ
ミ
鵜
の
生
態
を

観
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
次
に
ス
ギ
花
粉
が
多
く
な
る
季
節

に
な
る
と
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
の
が
、

花
粉
の
量
が
少
な
い
杉
の
研
究
を
し

て
い
る
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
（
十
王

町
伊
師
）
の
存
在
で
あ
る
。
（
財
）
森
林

総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、

事
業
規
模
が
国
内
最
大
の
林
木
育
種

研
究
機
関
で
あ
り
、
多
様
な
樹
種
３

万
４
千
点
を
保
存
す
る
国
内
唯
一
の

研
究
機
関
で
あ
る
。

　
種
の
保
存
や
遺
伝
子
組
み
換
え
に

よ
る
新
種
さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
環

境
に
対
応
し
た
新
種
な
ど
の
林
木
に

関
す
る
研
究
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
育
種
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
は
、
日

立
市
と
高
萩
市
に
ま
た
が
る
「
茨
城

宇
宙
通
信
実
験
所
」
と
し
て
開
所
し
、

国
際
衛
星
通
俗
に
使
用
さ
れ
た
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る
。
こ
の
ア
ン

テ
ナ
は
、
１
９
６
３
年
に
「
茨
城
宇
宙

通
信
実
験
所
ご
と
し
て
開
所
し
、
米
国

の
周
回
衛
星
リ
レ
ー
ー
号
を
経
由
し

た
世
界
初
の
「
太
平
洋
横
断
テ
レ
ビ

中
継
」
を
成
功
さ
せ
、
ケ
ネ
デ
ィ
米
国

大
統
領
の
暗
殺
を
受
信
し
た
場
所
で

あ
り
、
現
在
は
、
多
様
化
す
る
技
術
革

新
の
波
の
中
で
「
茨
城
衛
星
通
信
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
茨

城
大
学
が
宇
宙
科
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
電
波
望
遠
鏡
を
利
用

し
て
お
り
ま
す
。
近
く
で
見
る
ア
ン

テ
ナ
の
大
き
さ
は
、
壮
大
な
も
の
で

あ
り
、
見
る
価
値
が
あ
り
、
ま
た
資
料

館
が
隣
接
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
電

波
望
遠
鏡
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る

こ
と
が
出
来
る
。

　
春
に
は
桜
も
満
開
と
な
り
、
桜
の

名
所
と
し
て
も
有
名
な
場
所
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
茨
城
大
学
宇
宙
科
学
教
育
研
究

セ
ン
タ
づ
’
一
の
太
平
洋
岸
に
は
、
一
い

ぶ
き
山
イ
プ
キ
樹
叢
」
が
あ
り
、
自
然

生
息
す
る
イ
ブ
キ
の
樹
の
北
限
に
近

い
と
言
か
ね
て
お
り
、
明
治
3
0
年
頃

ま
で
は
、
イ
ブ
キ
林
が
あ
り
、
学
術
的

な
保
存
を
目
的
に
大
正
い
‥
一
年
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
は
、
円
錐
状
の
イ
ブ
キ
山
の

高
さ
が
Ｈ
・
４
メ
ー
ト
ル
、
面
積
は

１
千
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢

は
、
約
４
０
０
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、

「
イ
ブ
キ
富
ナ
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り

ま
す
り
’
』

　
最
近
、
小
木
津
地
区
で
日
本
最
古

の
地
層
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

十
王
地
区
に
も
数
億
年
前
の
地
層
・

岩
石
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
調

査
結
果
に
よ
っ
て
は
、
十
王
地
域
の

地
層
・
岩
石
も
小
木
津
地
区
の
地
層

で
発
見
さ
れ
た
日
本
最
古
の
地
層
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
で
［
十
王
の
大
地
を
巡
る
ジ
オ
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
］
を
計
画
し
な
が
ら
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
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